
 

「東京歯科大学千葉歯科医療センター医療連携講演会」開催のご案内 

 

拝啓  

夏至の候、皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素より、当センターとの医療連携につきまして、格別のご高配、ご支援を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 さて、２０２３年度「東京歯科大学千葉歯科医療センター医療連携講演会」を下記の

とおり開催することといたしました。ご多忙中のこととは存じますが、ご出席賜りますようお願

い申し上げます。 

なお、講演内容は千葉県歯科医師会及び近隣歯科医師会代表の先生方からのご意見を頂戴 

し、決定いたしました。裏面をご参照下さいますようお願い申し上げます。 

    
敬具 

２０２３年６月２５日                東京歯科大学千葉歯科医療センター 

  

記 

 

日時･場所： ２０２３年９月２１日（木）   受 付   １７：３０ ～     

 講演会   １８：００ ～ ２０：００ 

       【会場】京成ホテルミラマーレ  ローズルーム  

※当日のライブ配信はございません。 

※演者・スタッフの服装は、クールビズとさせていただきます。 

 

協 力： 千葉県歯科医師会 千葉市歯科医師会 習志野市歯科医師会 印旛郡市歯科医師会 

 市原市歯科医師会 八千代市歯科医師会 船橋歯科医師会 江戸川区歯科医師会 

 

会   費： 無 料   

 

定員人数： １５０名 

 

申込方法： 誠にお手数ではございますが、準備の都合上、別紙 参加申し込み用紙にご芳名等を 

       ご記入の上、８月２１日（ ）までにＦＡＸにてお申し込みの程お願い申し上げます。 

       ※定員人数になり次第、受付を終了させていただきます。 

 

  

<問い合せ先> 東京歯科大学千葉歯科医療センター 医療連携室 

〒261-8502 千葉県千葉市美浜区真砂 1-2-2  TEL 043-270-3279／FAX 043-270-3648 

 

月

セ ン タ ー 長  片 倉   朗 

医療連携部会長  伊 藤  太  一 



 

講演内容 

第１部「ノンクラスプデンチャーの設計指針と光学印象」     18：10～18：40 

      公益社団法人日本歯科医師会生涯研修事業の単位認定となります。 

  

 

 近年、患者からのノンメタルクラスプデンチャーを用いた治療への需要が拡大しつつあります。ノンメタルクラス

プデンチャーというと、高い審美性を有し、柔らかく弾力性があるため、見た目が良く痛みの少ない義歯であるとい

う印象を持たれるかもしれません。しかし実際は、維持力の低下や義歯の破損を引き起こし、さらには支台歯を喪失

するケースもあり、悩まれている先生も多いかと思います。今回は、そのようなトラブルを極力回避するための設計

のポイントを、メタルクラスプを用いたパーシャルデンチャーの設計原則と併せて解説いたします。 
また、近年は口腔内スキャナーなどのデジタルデンティストリーが普及しつつあります。今回は、ノンメタルクラ

スプデンチャー等へのデジタルの応用についても、少しご紹介したいと思います。 
 

第２部「萌出異常 -その診断と治療-」              18：40～19：20 

   公益社団法人日本歯科医師会生涯研修事業の単位認定となります。 

座長：育成歯科系部長                   石井 武展 

演者：千葉歯科医療センター 小児歯科   荒井 亮  

 演者：千葉歯科医療センター 矯正歯科           水野 周平 
 

  萌出異常とは何らかの原因で歯が正常に萌出しない状態のことで、萌出位置の異常として歯の転位、捻転、異所萌

出（移転）があり、萌出時期の異常として早期萌出と萌出遅延があります。さらに歯冠が顎骨内に完全に留まり萌出

しない埋伏歯も含まれます。 

萌出異常の多くは永久歯との交換が開始される小児期に認められることが多く、自覚症状が少ないため、「成長」と

いう時間軸の中で保護者、学校歯科医やかかりつけ医による早期発見が重症化・複雑化の防止につながります。 

萌出異常の中で、埋伏歯に対する治療の介入時期や治療方針が複雑です。まず埋伏歯の保存活用を目指すため、萌

出を阻害する因子（顎骨内病変や萌出余地不足など）、歯胚の位置、歯根形態、隣在歯との位置関係などの観点から原

因の解明が重要になります。一方、治療では萌出阻害因子の除去、開窓および牽引の判断、歯の配列スペースの確保

など総合的に考慮して治療方針を決定する必要があります。診断の遅れは埋伏歯の抜去、治療期間の長期化、歯の好

ましくない方向への移動、隣在歯の歯根吸収および歯肉退縮などの問題を生じる可能性があります。 

 本講演では萌出異常という病態を小児歯科と矯正歯科の 2 つの視点から解説します。小児歯科では萌出異常の早期

発見を行うための「萌出の概念」について考えていき、エックス線画像を用いた病態の視覚化による早期発見のポイ

ントについて解説します。また矯正歯科では埋伏歯に対し、総合的な治療が必要となり、治療に対して様々な要因を

考慮しなければなりません。よって具体的な埋伏歯の症例を提示し、各症例における埋伏歯への対応について解説し

ます。 

 

休憩（１０分）                         19：20～19：30

 

第３部「診療科より」                       19：30～19：55

座長：副センター長 大神 浩一郎 
（摂食嚥下リハビリテーション科医局長・総合診療科医局長） 

 

「摂食嚥下リハビリテーション科より」 

演者：摂食嚥下リハビリテーション研究室          大久保 真衣 
 
「一般歯科系より」 

演者：千葉歯科医療センター 保存科         備前島 崇浩      

演者：千葉歯科医療センター 補綴科 

座長：一般歯科系部長 久永 竜一

清水 廷浩 



講 演 会      １８：００～２０：００

                    【会場】 京成ホテルミラマーレ　ローズルーム

      申込日：２０２３年　　　月　　　日
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒260-0014 千葉県千葉市中央区本千葉町15-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：043-222-2111（代表）Fax　043-222-3510
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（アクセス経路）会場：京成ホテルミラマーレ

京成線千葉中央駅直結

JR千葉駅、京成線千葉駅より8分

JR東京駅から　　　JR千葉駅まで総武線快速（40分）

 　　　　→京成線千葉中央駅まで１分

京成上野駅から　　京成線特急（35分）

 　　　　→京成津田沼駅乗換え→京成線千葉中央駅まで17分

成田空港から　　　①京成線（38分）

 　　　　→京成津田沼駅乗換え→京成線千葉中央駅まで17分

　　　　　　　　　②空港高速バスで約65分（直通）

羽田空港から　　　空港高速バスで60～80分（直通）

東京方面から　　　東関東自動車道「湾岸習志野I.C.」より約20分

木更津方面から　　京葉道路「松ケ丘I.C.」より約15分
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